
鹿児島県　グループホームむれが岡風車の宿 評価確定日　平成25年4月26日

（調査様式１）
１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【評価機関概要(評価機関記入)】

所在地

社会福祉法人　吉田向陽会

グループホーム　むれが岡風車の宿

　鹿児島市牟礼岡１丁目３番７号

4670105313

○鹿児島市郊外の住宅地に民家を改造して設置されており、全体的に家庭的な雰
囲気が漂っている施設である。同法人の保育所が隣接し、近くには小学校、学童
保育、地域のコミュニセンター等があり、日常的に子供たちの歌声や賑やかな声
が聞こえ、生活感や季節感に満たされている。

○入所者のほとんどが同地区の出身者であり、職員も大半が近辺に居住している
ため、家族や友人知人の面会や野菜等の差し入れが日常的にあり、これまでの居
宅生活の延長線上のような感覚で安心した生活が営まれている。地域との密接な
交流が重要と捉えており、地域の行事等に積極的に参加して、馴染みの人や場と
の継続に努めている。特に保育所の児童との週1回の交流は長年にわたり継続さ
れていて、利用者及び児童共に家族の様に語り合い、抵抗なく触れ合ったり抱き
合えるような関係性が構築され、心身の安定に繋がっている。

○管理者は、日頃より話しやすい雰囲気づくりを心がけ、職員の意見や提案を会
議や日常の業務の中で、また必要なときには個別面談を実施して積極的に聞き取
り、それらを職員全体で話し合って運営やサービスの質の向上に反映させてい
る。

自己評価作成日

基本情報リンク先URL http://www.wam.go.jp/

特定非営利活動法人 福祉２１かごしま評価機関名 【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

訪問調査日

鹿児島県鹿児島市真砂町54-15

平成25年3月14日

平成25年4月26日

○　運営推進委員のメンバーがすべて校区社協の理事・民生委員であること
　　から、地域との連携、密着が十分に図られている。
　
○　法人の母体が保育園であることから、乳幼児との交流が随時はかられ、
　　チャイルドセラピーの効果が出ている。

○　介護スタッフの殆んどが地域在住であるので、利用者となじみの関係
　　ができている。

事業所番号

所　在　地

法　人　名

※事業所の基本情報は，WAMNETのホームページで閲覧してください。

事 業 所 名

（電 話）０９９－２９４－７００７

平成25年2月28日
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自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
次のステップに向けて評 評

項　　目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて
期待 た 内容

評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待したい内容

Ⅰ 理念に基づく運営Ⅰ．理念に基づく運営念 営

○理念の共有と実践○理念の共有と実践 運営理念に沿って 利用者がその人らしく有 運営理念に沿って,利用者がその人らしく
穏やかに暮らせるように 利用者に寄り穏やかに暮らせるように、利用者に寄り
添うケ を 指 ケ 取 組職員は就業時に理念を唱えて自 添うケアを目指して日々のケアに取り組職員は就業時に理念を唱えて自

地域密着型サービスの意義を踏まえた
添う 目指 日 取 組
んでいる 「運営理念」に加え「介護理1 1 分達の使命を絶えず確認してい　地域密着型サ ビスの意義を踏まえた

事業所理念を くり 管理者と職員はそ
んでいる。「運営理念」に加え「介護理
念」を作り玄関に掲示すると共に 毎日

1 1 分達の使命を絶えず確認してい
る事業所理念をつくり，管理者と職員はそ 念」を作り玄関に掲示すると共に、毎日

グ時 や 会議
る。事業所理念を くり，管理者と職員はそ

の理念を共有して実践につなげている のミーテイング時の唱和やスタッフ会議
る。

の理念を共有して実践につなげている ミ イ 時 唱和や タッ 会議
での研修で理解と共有に努めているでの研修で理解と共有に努めている。

事業所と地域と きあ○事業所と地域とのつきあい
内会 加 運動会や夏祭

○事業所と地域とのつきあい
町内会に加入しており、運動会や夏祭り町内会 加 、運動会 夏祭
等地域の行事へ積極的に参加して交流を等地域の行事へ積極的に参加して交流を
図 ている 隣接の保育所の児童との週1介護スタッフのほとんどが地域 図っている。隣接の保育所の児童との週1

親密な交流や 散歩や 物 常

介護スタッフのほとんどが地域
居住者であり 利用者は地域の

利用者が地域とつながりながら暮らし2 2
回の親密な交流や、散歩や買い物に日常居住者であり、利用者は地域の

　利用者が地域とつながりながら暮らし2 2
回 親密な交流や、散歩や買 物に日常
的に出かけて地域の人と挨拶や会話がな

居住者 、利用者 域
各種の情報に接することができ

続けられるよう 事業所自体が地域の一
的に出かけて地域の人と挨拶や会話がな
されている また友人の面会や近隣の人

各種の情報に接することができ
続けられるよう，事業所自体が地域の
員として日常的に交流している

されている。また友人の面会や近隣の人
菜 楽

る。
員として日常的に交流している から野菜等の差し入れもあり利用者の楽

る。
員と て日常的に交流 て る から野菜等 差し入れもあり利用者 楽

しみになっているしみになっている

○事業所の力を生かした地域貢献 法人並びに事業所の職員は地域○事業所の力を生かした地域貢献 法人並びに事業所の職員は地域
の夏ま りや敬老会にも積極的の夏まつりや敬老会にも積極的

事業所は 実践を通じて積み上げてい3
夏 りや敬 会にも積極的

に参加している また 校区消　事業所は、実践を通じて積み上げてい3 に参加している。また、校区消
防分 行事 参加 安る認知症の人の理解や支援の方法を 地 防分団の行事にも参加し、安心る認知症の人の理解や支援の方法を、地

域の人々に向けて生かしている
防分団の行事にも参加し、安心
安全に役立 ている域の人々に向けて生かしている 安全に役立っている。域 向

○運営推進会議を活かした取り組み 会議は利用者 家族 民生委員 行政職○運営推進会議を活かした取り組み 会議は利用者、家族、民生委員、行政職
運営推進会議のメンバーは 全員校区社

利 家
員 老人クラブ会長 公民館長 保育所運営推進会議のメンバ は、全員校区社

協並びに校区公民館の役員であり 利用
員、老人クラブ会長、公民館長、保育所
園長 消防団 協力医療機関の医師 住協並びに校区公民館の役員であり、利用

者 生活状態 周知 方 あ
園長、消防団、協力医療機関の医師、住
民など多く 参加があり定期的 開催さ者の生活状態は周知している方々であ 民など多くの参加があり定期的に開催さ

運営推進会議では 利用者やサービス
者 活状 周
る それらの方々に事業所での活動を報

多 期的 開催
れている 利用者のケアや運営に関する　運営推進会議では、利用者やサ ビス

の実際 評価 の取り組み状況等につい
4

る。それらの方々に事業所での活動を報
告することで 家庭状況や生活歴の情報

れている。利用者のケアや運営に関する
意見交換が活発に行われ 日々のサ ビ3

の実際、評価への取り組み状況等につい 告することで、家庭状況や生活歴の情報
を頂き が う

意見交換が活発に行われ、日々のサービ
向上 活 さ 地域

際 評価 組 状
て報告や話し合いを行い そこでの意見 を頂き、スタッフがどのようにケアして スの向上に活かされている。また地域のて報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサ ビ 向上に活かし る

頂き、 ッ う ケ
いけばよいかのアドバイスをもらってい

向 活 れ 。 域
情報交換や防災に関する助言を得られる

をサービス向上に活かしている
いけばよいかのアドバイスをもらってい
る

情報交換や防災に関する助言を得られる
など近隣との連携を深める会議にな てをサ ビス向上に活かしている る。 など近隣との連携を深める会議になって
いるる
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○市町村との連携○市町村との連携市 村 携

市担当者には 定期的に訪問や電話でケ
市介護保険課 高齢者福祉課に

市担当者には、定期的に訪問や電話でケ

市町村担当者と日頃から連携を密に取
市介護保険課、高齢者福祉課に アや運営に関する指導助言を受けると共　市町村担当者と日頃から連携を密に取

45
市介護保険課、高齢者福祉課に
定期的に訪問し 指導・助言を

アや運営に関する指導助言を受けると共
に 介護保険の見直しや緊急時には特に

り 事業所の実情やケアサービスの取り
45 定期的に訪問し、指導・助言を に、介護保険の見直しや緊急時には特に

密に連携をと て サ ビ 向上をり，事業所の実情やケアサ ビスの取り
組みを積極的に伝えながら 協力関係を

受けている。 密に連携をとって、サービスの向上を
組みを積極的に伝えながら，協力関係を

受けている。
図っている。組みを積極的に伝えながら，協力関係を

築くように取り組んでいる
図っている。

築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践○身体拘束をしないケアの実践
「身体拘束排除マニユアル」を作成し

代表者及び全 職員が「指定地域密
「身体拘束排除マニユアル」を作成し、
毎月開催のスタ フ会議で具体例を出しご家族と相談しながら 拘束が代表者及び全ての職員が「指定地域密 毎月開催のスタッフ会議で具体例を出しご家族と相談しながら、拘束が　代表者及び全ての職員が 指定地域密

着型サービス指定基準及び指定地域密着 ながら研修を行い理解への取り組みとケ
ご家族と相談しながら、拘束が
必要な場合はスタッフ会議で話着型サービス指定基準及び指定地域密着

5
ながら研修を行い理解 の取り組みとケ
アへの反映に努めている また 日々の6

必要な場合はスタッフ会議で話
型介護予防サービス指定基準における禁

5 アへの反映に努めている。また、日々の
ケアの中で言葉づかいや安全な見守り等

6
し合い 期間 時間帯に注意し型介護予防サ ビス指定基準における禁

止の対象となる具体的な行為 を正しく
ケアの中で言葉づかいや安全な見守り等し合い、期間、時間帯に注意し

ながら行 ている止の対象となる具体的な行為」を正しく に十分配慮して、自由な生活が営めるよながら行っている。対象 具体的 行為」 く
理解しており 玄関の施錠を含めて身体

に十分配慮して、自由な生活が営めるよ
う支援している

行 。
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束を な 取 組

う支援している。

拘束をしないケアに取り組んでいる拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底○虐待の防止の徹底

管理者や職員は 高齢者虐待防止法等
絶

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
に て学ぶ機会を持ち 利用者 自宅

スタッフ会議で絶えず申し合わ
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅7

スタッフ会議で絶えず申し合わ
せをしている

に いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること

せをしている。
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い 防止に努めていがないよう注意を払い、防止に努めてい
るる

○権利擁護に関する制度の理解と活用○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は 日常生活自立支援事 事業内研修や 外部の成年後見　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度に て学ぶ機会を持

8
事業内研修や、外部の成年後見
制度の研修に参加している業や成年後見制度について学ぶ機会を持

8
制度の研修に参加している。業や成年後見制度に て学ぶ機会を持

ち 個々の必要性を関係者と話し合い
制度 研修 参加 。

ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援しているそれらを活用できるよう支援している
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○契約に関する説明と納得○契約に関する説明と納得 入所前相談を十分に行い 納得契約 関す 説明 納得 入所前相談を十分に行い、納得
して ただ た上で契約を行していただいた上で契約を行っ

契約の締結 解約又は改定等の際は
していただいた上で契約を行
ている9 　契約の締結、解約又は改定等の際は、 ている。9

利用者や家族の不安や疑問点を尋ね 十 退居の際も 退居相談を行い利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解 納得を図 ている

退居の際も、退居相談を行い、
十分に説明している分な説明を行い理解・納得を図っている 十分に説明している。分な説明を行 解 納得を図 る 十分 説 。

○運営に関する利用者 家族等意見の反○運営に関する利用者、家族等意見の反営 関 利 家
映 利用者家族から直接話していた 利用者の思いや意見は 日々の会話や表映 利用者家族から直接話していた

だける環境づくりをして でき
利用者の思いや意見は、日々の会話や表
情 動作で把握に努めている 家族とはだける環境づくりをして、でき 情・動作で把握に努めている。家族とは環境 、

るかぎり当施設へきていただけ 来訪時や電話での対話により把握に努めるかぎり当施設へきていただけ
るように ケ

来訪時や電話での対話により把握に努め
ると共に 意見箱を設置して気軽に意見るようにし、コミュニケーショ

10
ると共に、意見箱を設置して気軽に意見
や要望等を出して貰えるように工夫して6

利用者や家族等が意見 要望を管理者
るようにし、 ミュ ケ ショ
ンをとるように配慮している

10 や要望等を出して貰えるように工夫して6
　利用者や家族等が意見、要望を管理者 ンをとるように配慮している。 いる。出された意見や要望等は連絡ノー利 者 家 、 管 者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設 運営推進会議に利用者家族の出

いる。出された意見や要望等は連絡ノ
トで職員が共有し 速やかに検討して対や職員並びに外部者へ表せる機会を設

け それらを運営に反映させ る
運営推進会議に利用者家族の出
席をお願いし 運営に反映する

トで職員が共有し、速やかに検討して対
応すると共に 結果は利用者や家族に直け、それらを運営に反映させている 席をお願いし、運営に反映する 応すると共に、結果は利用者や家族に直け、それらを運営に反映させている 席をお願 、運営に反映する

ようしている 接又は電話で伝えているようしている。 接又は電話で伝えている。

○運営に関する職員意見の反映○運営に関する職員意見の反映
管理者はミ テイングやスタ フ会議で管理者はミーテイングやスタッフ会議で

毎月行われるスタッフ会議に 意見や提案等を聞き取ると共に、常に話毎月行われるスタッフ会議に
は 代表者や管理者は必ず出席

意見や提案等を聞き取ると共に、常に話
しやすい雰囲気づくりに配慮して日常の

代表者や管理者は 運営に関する職員11 7
は、代表者や管理者は必ず出席 しやすい雰囲気づくりに配慮して日常の

ケアの中での対話や個別面談により把握　代表者や管理者は、運営に関する職員11 7
は、代表者や管理者は必ず出席
し スタッフの意見を聞き 運

ケアの中での対話や個別面談により把握

の意見や提案を聞く機会を設け 反映さ し、スタッフの意見を聞き、運 に努めている。出された意見や提案等はの意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている 営に反映している

に努めている。出された意見や提案等は
業務の改善やサービス向上につなげるよせている 営に反映している。 業務の改善やサービス向上につなげるよ
うに取り組んでいる

る
うに取り組んでいる。

○就業環境の整備 資格手当 入浴手当 調整手○就業環境の整備 資格手当、入浴手当、調整手
当 ベースアップ等を通して職

代表者は 管理者や職員個々の努力や
当、 スアップ等を通して職
員のやりがいを高めている　代表者は、管理者や職員個々の努力や 員のやりがいを高めている。代表者 、管 者や職員個 努力や

実績 勤務状況を把握し 給与水準 労
員 高 。
また 本人や家族（子ども等）12 実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時 や な 各自 向上
また、本人や家族（子ども等）
体調がすぐれな とき 他

12
働時間、やりがいなど、各自が向上心を の体調がすぐれないときは他の働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持 て働けるよう職場環境 条件の整備

の体調がすぐれないときは他の
職員と交代できるよう配慮して持って働けるよう職場環境・条件の整備 職員と交代できるよう配慮して

に努めている いるに努めている いる。
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○職員を育てる取り組み○職員を育てる取り組み職員 育 取 組み
外部研修に参加した者は 研修外部研修に参加した者は、研修
報告を タ 会議 場で行

代表者は 管理者や職員 人ひとりの
報告をスタッフ会議の場で行

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
報告を タッ 会議 場で行
い 他のスタッフに伝達して13

代表者 、管 者 職員 人
ケアの実際と力量を把握し 法人内外の

い、他のスタッフに伝達して、13
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受け 機会 確保や 働きながら

内部研修を充実させ スキル
研修を受ける機会の確保や、働きながら

内部研修を充実させ、スキル
ア プをはか ている

研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレ ニングしていくことを進めている

アップをはかっている。
トレーニングしていくことを進めている

。

○同業者との交流を通じた向上○同業者との交流を通じた向上

介
代表者は 管理者や職員が同業者と交

吉田地区介護保険事業所の連絡
　代表者は、管理者や職員が同業者と交

吉田地区介護保険事業所の連絡
会やケアマネ ジャ の交流会

代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり ネットワークづく14

会やケアマネージャーの交流会
流する機会をつくり、ネットワークづく14

に参加し 地域の情報交換や勉
りや勉強会 相互訪問等の活動を通じ

に参加し、地域の情報交換や勉
強会に参加して る

りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て サ ビスの質を向上させていく取り

強会に参加している。
て、サービスの質を向上させていく取り

強会に参加している。

組みをしている組みをしている
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

Ⅱ安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援安 信頼 関係 り 支援

初期 築く本 と 信頼関係○初期に築く本人との信頼関係
病院や施設や居宅のケア ネ

○初期に築く本人との信頼関係
病院や施設や居宅のケアマネー病院や 設や居 ケ ネ
ジャーの情報だけでなく 直接ジャーの情報だけでなく、直接
ご本 会 本 生活サービスの利用を開始する段階で 本

15
ご本人に面会して、本人の生活　サ ビスの利用を開始する段階で、本

人が困 ていること 不安なこと 要望
15

ご本人に面会して、本人の生活
に対する意向や 今までの生活人が困っていること、不安なこと、要望 に対する意向や、今までの生活

等に耳を傾けながら 本人の安心を確保 歴を伺い ケアに役立ててい等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するため 関係づくりに努めて る

歴を伺い、ケアに役立ててい
るするための関係づくりに努めている る。するための関係 くりに努めている る。

○初期に築く家族等との信頼関係○初期に築く家族等との信頼関係
契約前から 施設への訪問やご契約前から、施設への訪問やご
家族 お電話等 当施設 方家族へのお電話等、当施設の方

サービスの利用を開始する段階で 家
家族 お電話等、当施設 方
針やご自宅（居宅）のご様子や16 　サ ビスの利用を開始する段階で、家

族等が困 て ること 不安なこと 要
針やご自宅（居宅）のご様子や16

族等が困っていること、不安なこと、要 今までのケアの内容等を十分に族等が困 て る と、不安な と、要
望等に耳を傾けながら 関係づくりに努

今までのケアの内容等を十分に
話し合えるようにしている望等に耳を傾けながら、関係づくりに努 話し合えるようにしている。

めている
話 合 。

めている

○初期対応 見極めと支援○初期対応の見極めと支援○初期対応 見極めと支援
利用者本人とご家族が今一番利用者本人とご家族が今一番

サ ビスの利用を開始する段階で 本17
困っていらっしゃること 望ん　サービスの利用を開始する段階で、本17
困っていらっしゃること、望ん
でいら しゃることをし かり人と家族等が「その時」まず必要として でいらっしゃることをしっかり人と家族等が「その時」まず必要として

いる支援を見極め 他のサ ビ 利用も 聞きとり 対応しているいる支援を見極め、他のサービス利用も 聞きとり、対応している。る支援を見極め、他 サ 利用も
含めた対応に努めている含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係○本人と共に過ごし支え合う関係
利用者の身体能力に合わせて利用者の身体能力に合わせて、
調理 掃除等 緒に行い自立支調理、掃除等一緒に行い自立支

職員 本人を介護され 方 立場18
調 、掃除等 緒に行 自 支
援へつなげている また 同じ職員は、本人を介護される一方の立場18 援へつなげている。また、同じ
根 暮 す家族 う

　職員は、本人を介護される 方の立場
に置かず 暮らしを共にする者同士の関 屋根の下で暮らす家族のようにに置かず、暮らしを共にする者同士の関 屋根の下で暮らす家族のように

接するようにしている係を築いている 接するようにしている。係を築いている
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

定期的に家族へ各利用者の状況をお
○本人と共に支え合う家族との関係

定期的に家族へ各利用者の状況をお
知ら

○本人と共に支え合う家族との関係
知らせしている。知らせしている。
病院受診に同行されるご家族には病院受診に同行されるご家族には、
昼食を施設 利用者と 緒 食職員は 家族を介護される一方の立場19
昼食を施設で利用者と一緒に食べて　職員は、家族を介護される一方の立場

ず 家族 絆 大
19

昼食を施設で利用者と 緒に食 て
頂いているに置かず、本人と家族の絆を大切にしな 頂いている。
地域 行事積極的に参加し 地域

に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら 共に本人を支えていく関係を築い

地域の行事積極的に参加し、地域の
がら、共に本人を支えていく関係を築い

地域 行事積極的に参加し、地域
一員としてのつながりを大事にして

ている
員としてのつながりを大事にして
るている いる。る。

○馴染みの人や場との関係継続の支援 入所前の聞き取りや面会に来訪された時地域 運動会に出席し 魚釣り○馴染みの人や場との関係継続の支援 入所前の聞き取りや面会に来訪された時
に 馴染みの人や場所等の把握を行い

地域の運動会に出席し、魚釣り
に、馴染みの人や場所等の把握を行い、

地域の運動会に出席し、魚釣り
競争に参加した アセスメントや支援経過記録に記載し、競争に参加した。 アセスメントや支援経過記録に記載し、

情報を共有して支援に活用している 馴地域の文化祭に作品を出品し 情報を共有して支援に活用している。馴
染みの美容室や商店 は職員が同行し20 8

地域の文化祭に作品を出品し、
見学に行 た本人がこれまで大切にしてきた馴染み 染みの美容室や商店へは職員が同行し、20 8 見学に行った。　本人がこれまで大切にしてきた馴染み

人や場所と 関係が途切れな よう
電話による友人との交流の支援や面会者

見学 行 。
いつでも面会に来られる様 まの人や場所との関係が途切れないよう、

電話による友人との交流の支援や面会者
とゆっくり話せるような場所の配慮等を

いつでも面会に来られる様、ま
た電話 話 が出来 様 支

の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

とゆっくり話せるような場所の配慮等を
行 関係が途切れな よう支援して

た電話でお話しが出来る様に支支援に努めている 行い、関係が途切れないよう支援してい
た電話でお話しが出来る様に支
援している る。援している。 る。

○利用者同士の関係の支援○利用者同士の関係の支援

お茶の時間に共通話題（昔話お茶の時間に共通話題（昔話

利用者同士 関係を把握 人 と21
お茶 時間に共通話題（昔話
等）を提供し 皆でお話ができ利用者同士の関係を把握し、一人ひと21 等）を提供し、皆でお話ができ

う
　利用者同士の関係を把握し、 人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合 るように心がけている。りが孤立せずに利用者同士が関わり合 るように心がけている。

い 支え合えるような支援に努めているい、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み○関係を断ち切らない取り組み
利用終了後も 電話による様子

関係 断 切 取 組み
利用終了後も、電話による様子利用終了後も、電話 様子
伺いや 施設や病院に直接お見

サ ビス利用〈契約〉が終了しても
伺いや、施設や病院に直接お見
舞 行 な　サービス利用〈契約〉が終了しても、22 舞いに行くなどしている。利用〈契約〉 終了 も、

これまでの関係性を大切にしながら 必
22 舞いに行くなどしている。

御家族には 「風車だより」をこれまでの関係性を大切にしながら、必
要 応 本 家族 経過を

御家族には、「風車だより」を
要に応じて本人・家族の経過をフォロー 送付している要に応じて本人 家族の経過をフォロ
し 相談や支援に努めている

送付している。
し、相談や支援に努めている
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

そ 人らし 暮らしを続けるため ケ ネジメ トⅢ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメントⅢ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握 利用開始時に本人や家族からの思いや意○思いや意向の把握 利用開始時に本人や家族からの思いや意
向を聞き取り また入所後は日々の会話

利用者本人や家族から意向を伺
向を聞き取り、また入所後は日々の会話
や表情 行動 らく 取 う 努利用者本人や家族から意向を伺

い 達成に向けたケアに努めて
や表情、行動からくみ取るように努めて

い、達成に向けたケアに努めて
表情、行動 くみ取 う 努

いる 特に散歩等での外出時に 普段よ、達成に向けたケ に努め
いる

いる。特に散歩等での外出時に、普段よ
りも本音を話す傾向がみられるので 気

一人ひとりの思いや暮らし方の希望23 9
いる。 りも本音を話す傾向がみられるので、気

持ち 取 聞 う　 人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向 把握に努め る 困難な場合

23 9
ケアプランに活かし、スタッフ 持ちをくみ取り、ゆっくり聞くようにし

意向の把握に努めている。困難な場合
ケアプランに活かし、スタッフ
全員の共通認識のもと ケアを

持ちをくみ取り、ゆ くり聞く うに
ている これらは支援経過記録 アセス意向の把握に努めている。困難な場合

は 本人本位に検討している
全員の共通認識のもと、ケアを ている。これらは支援経過記録、アセス

メント 連絡ノ トに記載して情報を共は、本人本位に検討している
行っている

メント、連絡ノートに記載して情報を共
行っている。 有し、対応を検討して利用者本位の支援有し、対応を検討して利用者本位 支援

につなげるよう取り組んでいるにつなげるよう取り組んでいる。

○これまでの暮らしの把握○これまでの暮らしの把握
入居時 ご本人やご家族 病院入居時、ご本人やご家族、病院
関係者 民生委員等から伺

人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし24
関係者、民生委員等から伺い、

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし 、24
関係者、民生委員等から伺い、
今までの暮らし方の把握に努め

人 り 活暦や馴染み 暮ら
方 生活環境 これまでのサービス利用

今までの暮らし方の把握に努め
方、生活環境、これまでのサービス利用
経 等 握 努

ている
の経過等の把握に努めている

ている。
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握○暮らしの現状の把握
居室やリビングでの生活の中居室やリビングでの生活の中居 活 中
や 入浴時等の支援の中で心身

一人ひとりの一日の過ごし方 心身状25
や、入浴時等の支援の中で心身
状態や有す 能力を把握

　 人ひとりの 日の過ごし方、心身状
態 有する力等の現状の把握に努めてい

25
状態や有する能力を把握してい

態、有する力等の現状の把握に努めてい
状態や有する能力を把握してい
る

態、有する力等 現状 把握に努め
る

る。
る

○チ ムでつくる介護計画とモニタリン ケ プラ 作成時 サ ビ 担当者○チームでつくる介護計画とモニタリン ケアプラン作成時のサービス担当者
グ

ケア ラ 作成時 サ 担当者
会議や 毎月のスタッフ会議で 利グ 会議や、毎月のスタッフ会議で、利
用者 現状を報告し タ 意用者の現状を報告し、スタッフの意 本人や家族の思いや要望をくみ取り 併用者 現状を報告 、 ッ 意
見等を伺い ケアプランに活かして

本人や家族の思いや要望をくみ取り、併
せて主治医の意見やモニタリング等を反

本人がより良く暮らすための課題とケ
見等を伺い、ケアプランに活かして
る 利用者 中で 必要な方 課

せて主治医の意見やモニタリング等を反
映 た利用者本位 介護計画を作成　本人がより良く暮らすための課題とケ

家26 10
いる。利用者の中で、必要な方の課 映した利用者本位の介護計画を作成して

アのあり方について 本人 家族 必要26 10
。利用者 中 、 要 課

題について話し合い 毎月１回モニ
映 利用者本位 介護計画 作成
いる また状況の変動に対してはアのあり方について、本人、家族、必要

な関係者と話し合い それぞれの意見や
題について話し合い、毎月１回モニ
タリングを行 て支援経過に達成状

いる。　　　また状況の変動に対しては
随時計画を見直し 現状に即した計画をな関係者と話し合い、それぞれの意見や タリングを行って支援経過に達成状 随時計画を見直し、現状に即した計画を
作成アイディアを反映し 現状に即した介護

行 経 成状
況を記録している 必要に応じて 作成している。アイディアを反映し、現状に即した介護

計画を作成して る
況を記録している。必要に応じて、
ケアプランの見直しや中間見直しを

作成 る。

計画を作成している ケアプランの見直しや中間見直しを計画を作成している
行っている行っている。
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 評価確定日　平成25年4月26日

外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○個別の記録と実践 の反映○個別の記録と実践への反映 支援経過記録やホーム日誌 健個 記 支援経過記録やホ ム日誌、健
康チ ク表等に個別の生活の康チェック表等に個別の生活の康 ッ 表等 個別 活
記録を行っている 緊急に必要

日々の様子やケアの実践・結果 気づ
記録を行っている。緊急に必要
な連絡事項 連絡

　日々の様子やケアの実践 結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し 職員間で

27 な連絡事項については、連絡
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で

27 な連絡事項については、連絡
ノ トにより連絡している 夜

きや 夫を個別記録に記入 、職員間
情報を共有しながら実践や介護計画の見

ノートにより連絡している。夜
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直

勤者・日勤者の引き継ぎ時に伝
直しに活かしている

勤者 日勤者の引き継ぎ時に伝
号している

直しに活かしている
号している。号 る。

○一人ひとりを支えるための事業所の多○ 人ひとりを支えるための事業所の多
機能化機能化機能化

本人や家族に意見を伺い ス本人や家族に意見を伺い、ス

本人や家族の状況 その時 に生まれ タッフで支援出来る事を話し合　本人や家族の状況、その時々に生まれ28
タッフで支援出来る事を話し合
い 実践できる様に努めてい

本人や家族 状況、そ 時 に まれ
るニーズに対応して 既存のサービスに

28
い、実践できる様に努めているニーズに対応して、既存のサービスに

軟 支援や 多

、 様 努
る捉われない、柔軟な支援やサービスの多 る。捉われない、柔軟な支援やサ ビスの多

機能化に取り組んでいる機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働○地域資源との協働 保育園児との交流や美容ボラン
人 とり 暮ら 方を支え 地

保育園児との交流や美容ボラン
テ アの訪問依頼 夏ま りや一人ひとりの暮らし方を支えている地 ティアの訪問依頼、夏まつりや　 人ひとりの暮らし方を支えている地

域資源を把握し 本人が心身の力を発揮
ィ 訪問依頼、夏ま りや

行事に参加して 地域の一員と29 域資源を把握し、本人が心身の力を発揮 行事に参加して、地域の一員と
暮 楽

29
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ して、暮らしの楽しみを見つけしながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

して、暮らしの楽しみを見つけ
る様努めているとができるよう支援している る様努めている。と きる う支援 る

○かかりつけ医の受診支援○かかりつけ医の受診支援
病状やかかり け医に関しては利用前に病状やかかりつけ医に関しては利用前に

家族の同意により 往診や訪問診療 定
聞き取りで把握し 希望する医療機関で

家族の同意により、往診や訪問診療、定
期受診 緊急時 受診 眼科 皮膚科整

聞き取りで把握し、希望する医療機関で
の治療を継続している 本人の意向で

期受診、緊急時の受診、眼科・皮膚科整

受診は 本人及び家族等の希望を大切
の治療を継続している。本人の意向で、
職員が同行 通院 は訪問診療 治

緊
形外科などにも同行受診を行っている　受診は、本人及び家族等の希望を大切 職員が同行しての通院又は訪問診療で治

11
形外科などにも同行受診を行っている。
受診の際は 利用者 家族の意向を大切30

診 、本 家族 希
にし 納得が得られたかかりつけ医と事

職員 同行 院 訪問 治
療を継続している 体調はバイタルチ11 受診の際は、利用者、家族の意向を大切

協力医 認知症 理解も
30

にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所 関係を築きながら 適切な医療を

療を継続している。体調はバイタルチ
エック表で細かに把握しており 家族の

にしている。協力医は認知症への理解も
業所の関係を築きながら、適切な医療を エック表で細かに把握しており、家族の

解 うえ け医 情報

。協 医 認 解
深く 運営推進会議への参加もあり 訪業所の関係を築きながら、適切な医療を

受けられるように支援している
了解のうえで、かかりつけ医への情報の

深く、運営推進会議への参加もあり、訪
問診療の際 状況を伝えやすい受けられるように支援している

了解 う 、 け医 情報
伝達にも活用している

問診療の際、状況を伝えやすい。
伝達にも活用している。
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 評価確定日　平成25年4月26日

外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○看護職員との協働○看護職員との協働看護職員 協働

介
月に４回 同法人の看護師が出

介護職員は 日常の関わりの中でとら
月に４回、同法人の看護師が出
勤して る

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを 職場内の看護職員

勤している。
えた情報や気づきを、職場内の看護職員

31
勤して る。
利用者の健康状態を報告し 健

情報 職 看 職
や訪問看護師等に伝えて相談し 個々の

31 利用者の健康状態を報告し、健
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる

康管理及び 通常では出来ない
利用者が適切な受診や看護を受けられる

康管理及び、通常では出来ない
医療行為に務めている

利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

医療行為に務めている。
ように支援している

医 行 。

○入退院時の医療機関との協働○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際 安心して治療で かかり け医の判断において利用者が入院した際、安心して治療で かかりつけ医の判断において、　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように また できるだけ早期に退

かかり け医 判断にお 、
入院となった場合は 度々訪問きるように、また、できるだけ早期に退

32
入院となった場合は、度々訪問

安 情 換院できるように 病院関係者との情報交
32

して安心して頂き 情報交換し院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている または そうし

して安心して頂き、情報交換し
ている換や相談に努めている。または、そうし ている。換 相談 努 。 、 う

た場合に備えて病院関係者との関係づくた場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行りを行っているりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と 御家族には、当ホームで出来ること○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

御家族には、当ホ ムで出来ること
を早い時期から十分にお話しして支援 を早い時期から十分にお話しして、

重度化した場合や終末期に いては
援

かかりつけ医の指示を仰いで支援し 重度化した場合や終末期については

重度化 た場合や終末期 あ 方

かかりつけ医の指示を仰いで支援し
ている 主治医より 看護職員が常 「ターミナルケアの指針」を作成してお

重度化した場合や終末期のあり方につ ている。主治医より、看護職員が常
駐

タ ミナルケアの指針」を作成してお
り 利用開始時に説明して理解を得てい　重度化した場合や終末期のあり方につ

いて 早い段階から本人や家族等と話し33
駐していないホームにおいてできる り、利用開始時に説明して理解を得てい

る 実際に重度化した時に再度詳しく説12 いて、早い段階から本人や家族等と話し33
駐していないホ ムにおいてできる
ことの限界をご家族にお知らせして

る。実際に重度化した時に再度詳しく説12
合いを行い 事業所でできることを十分

ことの限界をご家族にお知らせして
ご本 やご家族 希望があれ

明して意向を確認し、希望に沿った対応合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し 地域の関

いる。ご本人やご家族の希望があれ
明して意向を確認し、希望に沿った対応
の支援を家族 医師と連携して行う体制に説明しながら方針を共有し、地域の関

いる。ご本人やご家族 希望があれ
ば 終末期まで受け入れたい方針で

の支援を家族、医師と連携して行う体制
を築いている

に説明 ながら方針を共有 、地域 関
係者と共にチームで支援に取り組んでい

ば、終末期まで受け入れたい方針で
事業所 タ ナ 指針を作成

を築いている。
係者と共にチームで支援に取り組んでい 事業所のターミナル指針を作成して
る

事業所 タ ミナ 指針を作成して
いるる いる。

○急変や事故発生時の備え 何が起きているかを冷静に見極○急変や事故発生時の備え 何が起きているかを冷静に見極何 冷静 見極
めて対応に努める

利用者の急変や事故発生時に備えて
めて対応に努める。
緊急 沿 通常

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓

34 緊急マニュアルに沿って、通常
すべての職員は応急手当や初期対応の訓

34 緊急マ ュアルに沿って、通常
訓練を行 ている 蘇生訓練

職員 当 初期 訓
練を定期的に行い 実践力を身に付けて

訓練を行っている。蘇生訓練、
練を定期的に行い、実践力を身に付けて

ＡＥＤ訓練等を行っている
いる

ＡＥＤ訓練等を行っている。
いる
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 評価確定日　平成25年4月26日

外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○災害対策○災害対策害 策
年2回災害時の避難訓練を、消防団、地域

火災報知機と消防への自動通報
年2回災害時の避難訓練を、消防団、地域
住民の協力を得て実施している 利用者火災報知機と消防への自動通報

を設置 定期
住民の協力を得て実施している。利用者
の生活 リアは全て１階にあり 避難経システムを設置していて、定期 の生活エリアは全て１階にあり、避難経

火災や地震 水害等の災害時に 昼夜
システムを設置していて、定期
的に消防訓練を行 ている ス 路も複数のパターンを想定して確保して　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

35 13
的に消防訓練を行っている。ス 路も複数の タ ンを想定して確保して

いる また避難場所として隣接の保育所
を問わず利用者が避難できる方法を全職

35 13
タッフの多くは近くに住んでお

いる。また避難場所として隣接の保育所
や地区住民宅の協力が得られることにを問わず利用者が避難できる方法を全職

員が身に けるとともに 地域と 協力
タッフの多くは近くに住んでお
り ご近所や地域の方 にもお

や地区住民宅の協力が得られることに
員が身につけるとともに、地域との協力 り、ご近所や地域の方々にもお なっている。災害発生時の食料、飲料員が身に けるとともに、地域と 協力
体制を築いている

り、 近所や地域 方 にもお
願いしている

なっている。災害発生時の食料、飲料
水 防寒用具等は法人全体で体制を整え体制を築いている 願いしている。 水、防寒用具等は法人全体で体制を整え
て るている。
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 評価確定日　平成25年4月26日

外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○ 人 とり 人格 尊重とプライバ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ 利用者の誇りやプライドを損ねることの○ 人ひとりの人格の尊重とプライ
シーの確保

利用者の誇りやプライドを損ねることの
ないよう「ケアのポリシ 」を作成しシーの確保 ないよう「ケアのポリシー」を作成し、

グや利用者の生活歴を知り 理解 それに基づいてミーテイングやスッタフ利用者の生活歴を知り、理解
し 安心して過ごせる様 人

それに基 てミ テイ グや ッタ
会議時に意識づけし 併せて日々のケアし、安心して過ごせる様、一人 会議時に意識づけし、併せて日々のケア
やミ テイングのなかで職員が喚起し36 14 一人ひとりの人格を尊重し 誇りやプ

、安 過 る様、 人
一人の人格を尊重した言葉掛け

やミーテイングのなかで職員が喚起し36 14 　 人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバ を損ねな 言葉かけや対応を

一人の人格を尊重した言葉掛け
や 応 努

合って丁寧な語りかけや対応に努めてい
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を や対応に努めている。

合 て丁寧な語りかけや対応に努めて
る 排泄や入浴時のケアに際してはもとライ シ を損ねない言葉かけや対応を

している
や対応に努めている。 る。排泄や入浴時のケアに際してはもと

より 施設が発行する「風車だより」している より、施設が発行する「風車だより」へ
の登載も事前に同意を得ている。の登載も事前に同意を得ている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援 利用者との対話の中で 本人の○利用者の希望の表出や自己決定の支援 利用者との対話の中で、本人の利用者 対話 中 、本人
希望や思いに添ったケアへの取

日常生活の中で本人が思いや希望を表37
希望や思いに添ったケアへの取
組 自 決定を促す言葉掛

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり 自己決定できるように働きかけ

37
り組み、自己決定を促す言葉掛

したり、自己決定できるように働きかけ
り組み、自己決定を促す言葉掛
けに努めている

たり、自 決定 きるように働きかけ
ている

けに努めている。
ている

○日々のその人らしい暮らし○日々のその人らしい暮らし
体操やレクレ シ ン等の参加

職員側の決まりや都合を優先するので
体操やレクレーション等の参加

　職員側の決まりや都合を優先するので38 は強制せず 本人の意思に合わ職員側 都合 優 す
はなく 一人ひとりのペースを大切に

38 は強制せず、本人の意思に合わ
せたケアに努めて るはなく、 人ひとりのペースを大切に

そ をど よう 過ご た
せたケアに努めている。

し、その日をどのように過ごしたいか、
せたケアに努めている。

し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそ て支援している希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援 散髪や洗顔 お化粧をいつでも○身だしなみやおしゃれの支援 散髪や洗顔、お化粧をいつでも
出来る様に手身近に準備して出来る様に手身近に準備してい

39
出来る様に手身近に準備して
る 外出の出来ない方は美容室39 る。外出の出来ない方は美容室
に訪問利用依頼し また希望がに訪問利用依頼し、また希望が
あれば美容室にお連れしているあれば美容室にお連れしている

○食事を楽しむことのできる支援 バイキング料理を１回行った 好評につ 利用者の好みを日常会話の中で把握し季○食事を楽しむことのできる支援 バイキング料理を１回行った。好評につ
き 定期的に行う予定である 外出時は

利用者の好みを日常会話の中で把握し季
節感のある献立や味付け等に反映させき、定期的に行う予定である。外出時は 節感のある献立や味付け等に反映させ

弁当を作って持参したが、今後はお重に て、楽しく食事ができるよう努めてい

食事 楽 な な う

弁当を作って持参したが、今後はお重に
詰めて持っていき 好きなものを食べて

て、楽しく食事ができるよう努めてい
る 弁当を持って花見に出かけたりソー食事が楽しみなものになるよう、一人

1540
詰めて持っていき、好きなものを食べて
頂く 誕生日は そ 方 好きなも を

る。弁当を持って花見に出かけたりソー
メ 流しや トラ で 外食など利用

　食事が楽しみなものになるよう、 人
ひとりの好みや力を活かしながら 利用

1540 頂く。誕生日は、その方の好きなものを メン流しやレストランでの外食など利用
ひとりの好みや力を活かしながら、利用 作る。野菜の下ごしらえや味つけを確認 者の意向を聞きながら楽しみにつながる
者と職員が一緒に準備や食事 片付けを

作る。野菜の下ごしらえや味つけを確認
して頂き 一緒に調理している 利用者

者の意向を聞きながら楽しみにつながる
工夫をしている 野菜の下ごしらえ 味者と職員が 緒に準備や食事、片付けを

して る
して頂き、一緒に調理している。利用者
出来る範囲で食器 片づけや下膳をし

工夫をしている。野菜の下ごしらえ、味
見 配膳 準備や下膳等 利用者 出来している の出来る範囲で食器の片づけや下膳をし 見、配膳の準備や下膳等、利用者の出来して る 範 膳

て頂く
膳 膳

る範囲で一緒に楽しく行っているて頂く。 る範囲で 緒に楽しく行っている。
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○栄養摂取や水分確保の支援 毎回の食事量の確認を行い 不足し○栄養摂取や水分確保の支援 毎回の食事量の確認を行い、不足し
補がちな方には補食を摂って頂く工夫

食べる量や栄養バランス 水分量が一
がちな方には補食を摂って頂く工夫
をしている ９時 １０時 １４　食べる量や栄養バランス、水分量が

を通 確保 き よう 人 とり
41

をしている。９時。１０時、１４
時 時 水分補給 頂日を通じて確保できるよう、一人ひとり

41
時、１５時と水分補給して頂き、９日を通じて確保できるよう、 人ひとり

の状態や力 習慣に応じた支援をしてい
時、１５時と水分補給して頂き、９
時と１４時には好みの飲み物を準備の状態や力、習慣に応じた支援をしてい 時と１４時には好みの飲み物を準備

る している。る している。

腔内 清潔保持○口腔内の清潔保持
利用者 人 人 腔状態を知

○口腔内の清潔保持
利用者一人一人の口腔状態を知利用者 人 人の口腔状態を知
り 毎食後の義歯洗浄 うが

口の中の臭いや汚れが生じないよう42
り、毎食後の義歯洗浄、うが

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後 人 とり 腔状態や本人

42
い 舌ブラシッングに努めてい

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
い、舌ブラシッングに努めてい
る

毎食後、 人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

る。
力に応じた口腔ケアをしている

。

○排泄 自立支援○排泄の自立支援
排泄チ ク表で利用者毎にパタ ンを

○排泄 自立支援
排泄チェック表で利用者毎にパターンを

一人一人の排泄パターンを知 把握し、体調を考慮しながらケアに努め

排 失敗や 使用を減ら
人 人の排泄パターンを知

れ 合わ たト 誘導

把握し、体調を考慮しながらケアに努め
ている トイレへの誘導や声掛けは プ排泄の失敗やおむつの使用を減らし、 り、それに合わせたトイレ誘導 ている。トイレへの誘導や声掛けは、プ
ライバ や尊厳を損ねること な よ43 16

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
人ひとりの力や排泄のパタ ン 習慣

り、それに合わせたトイレ誘導
を行い トイレでの排泄が習慣

ライバシーや尊厳を損ねることのないよ43 16
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣 を行い、トイレでの排泄が習慣 う十分配慮して自立に向けた支援に努
を活かして トイレでの排泄や排泄の自 化されている

う十分配慮して自立に向けた支援に努
め それらは支援経過記録等に記録してを活かして、トイレでの排泄や排泄の自

立に向けた支援を行 ている
化されている。 め、それらは支援経過記録等に記録して

る立に向けた支援を行っている いる。に向けた支援を行 て る

○便秘 予防と対応 排便 を利用者 ら○便秘の予防と対応 日々の排便チェックを利用者からの○便秘の予防と対応 日 の排便チ ックを利用者からの
聞き取りや スタッフの誘導時の記聞き取りや、スタッフの誘導時の記
録 より 状態 応じ 緩下剤服用録により、状態に応じて緩下剤服用

便秘の原因や及ぼす影響を理解し 飲44
録により、状態に応じて緩下剤服用
を主治医の指示の下行っている 食　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物 夫や 動 働 等 個
44 を主治医の指示の下行っている。食

事に食物繊維を多く取り入れたり食物の工夫や運動への働きかけ等、個々 事に食物繊維を多く取り入れたり、食物の工夫や運動 の働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

事に食物繊維を多く取り入れたり、
十分な水分摂取 外出 室内歩行等に応じた予防に取り組んでいる 十分な水分摂取、外出、室内歩行等
運動に努めて るの運動に努めている。運動 努 。
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 評価確定日　平成25年4月26日

外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○入浴を楽しむことができる支援 利用者の健康状態に配慮し状態によって○入浴を楽しむことができる支援 利用者の健康状態に配慮し状態によって
は足浴や清拭への変更を取り入れなが

浴 楽

入浴 曜日や順番は 利用者
は足浴や清拭への変更を取り入れなが
ら 週 日 入浴を基本として る 時入浴の曜日や順番は、利用者の ら、週３日の入浴を基本としている。時入浴の曜日や順番は、利用者の

都合や要望を取り入れている 間帯や好みについては利用者の希望をく
一人ひとりの希望やタイミングに合わ

都合や要望を取り入れている。 間帯や好みについては利用者の希望をく
み取りゆっくりとした気分で入浴を楽し　 人ひとりの希望やタイミングに合わ

浴を楽 う 職員 都合
可能な限り浴室外からの見守り

み取りゆっくりとした気分で入浴を楽し
めるような支援に努め る 入浴を拒1745

せて入浴を楽しめるように、職員の都合
可能な限り浴室外からの見守り
時間を作り ゆ くり入浴して

めるような支援に努めている。入浴を拒1745
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに

時間を作り、ゆっくり入浴して 否する場合は 無理強いすることなくで曜日や時間帯を決めてしまわずに、
時間 作 、ゆ く 入浴
頂いている

否する場合は、無理強いすることなく、
時間や日程の変更 タイミングの良い声

個々に応じた入浴の支援している
頂いている。 時間や日程の変更、タイミングの良い声

掛けなど 夫 本人 意欲を待 よう個々に応じた入浴の支援している 掛けなど工夫して本人の意欲を待つよう掛け 夫 本人 意欲 待 う
にしているにしている。

○安眠や休息 支援 自由に休息される様に支援して○安眠や休息の支援 自由に休息される様に支援して○安眠や休息 支援
いる 食事等の時間もその人に

一人ひとりの生活習慣やその時々の状46
いる。食事等の時間もその人に
合わせて 遅れて食事をお出し　 人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて 休息したり 安心して気持
46

合わせて、遅れて食事をお出し
況に応じて、休息したり、安心して気持

合わせて、遅れて食事をお出し
している況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している
している。

ちよく眠れるよう支援している
や○服薬支援 利用者の体調の変化や訴えを主○服薬支援 利用者の体調の変化や訴えを主

治医と相談し 調整を行 てい治医と相談し、調整を行ってい
一人ひとりが使用している薬の目的や る 服薬の変更については そ　 人ひとりが使用している薬の目的や

副作用 用法や用量に 理解し お
47

る。服薬の変更については、そ
都度連絡 トにて タ副作用、用法や用量について理解してお

47
の都度連絡ノートにて、スタッ副作用、用法や用量に いて理解してお

り 服薬の支援と症状の変化の確認に努
の都度連絡ノ トにて、 タッ
フ間で確認出来る様努めていり、服薬の支援と症状の変化の確認に努 フ間で確認出来る様努めてい

めている るめている る。

○役割 楽しみごと 支援 週１回の保育園交流において 子ど○役割、楽しみごとの支援 週１回の保育園交流において、子ど
も達 プ ゼ ト作りを 緒に行

○役割、楽しみごと 支援
も達へのプレゼント作りを一緒に行

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
も達 作 緒 行
う 庭の手入れを行う等 利用者の　張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように 人ひとり 生活暦や力を活か
48

う。庭の手入れを行う等、利用者の
日 の生活の中から喜びや楽しみをように、一人ひとりの生活暦や力を活か

48
日々の生活の中から喜びや楽しみをように、 人ひとり 生活暦や力を活か

した役割 嗜好品 楽しみごと 気分転
活 中 喜 楽

見出し スタッフはそれに応じたケした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転 見出し、スタッフはそれに応じたケ
アを行うよう努めている換等の支援をしている アを行うよう努めている。換等の支援をしている

者○日常的な外出支援 利用者の要望に応じて 近所へ○日常的な外出支援 利用者の要望に応じて、近所
の散歩や買い物に 緒に出掛けの散歩や買い物に一緒に出掛け

利用者の健康状態を配慮しながら利用者
られる機会を作っている

利用者の健康状態を配慮しながら利用者
希望に応じ 日常的に散歩 買一人ひとりのその日の希望にそって

られる機会を作っている。
歩行 困難な利用者も車椅子を

の希望に応じて、日常的に散歩、買い　 人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて

歩行の困難な利用者も車椅子を
希 常

物 美容室 ドライブ等を職員が同行し戸外に出かけられるように支援に努めて
1849

歩行の困難な利用者も車椅子を
利用し 屋外へ出かけられるよ

物、美容室、ドライブ等を職員が同行し
て外出を楽しめるように取り組んでい

外 出 援 努
いる また 普段は行けないような場所

1849 利用し、屋外へ出かけられるよ て外出を楽しめるように取り組んでい
歩行困難者 車椅子を利用 地いる。また、普段は行けないような場所

も 本人 希望を把握 家族や地域
う支援している 地域での行事 る。歩行困難者には車椅子を利用し、地

でも、本人の希望を把握し、家族や地域
う支援している。地域での行事
の参加や家族との外出等 連絡

。歩行困難者 車椅 利用 、
域の行事や催し物にも積極的に参加してでも、本人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけられるよう
の参加や家族との外出等、連絡 域の行事や催し物にも積極的に参加して

いるの人々と協力しながら出かけられるよう
家族 外出等、 絡

を取り合い 計画を立てての支
いる。

に支援している
を取り合い、計画を立てての支
援を行

に支援している
援を行っている。援を行っている。
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○お金の所持や使うことの支援 利用者からの要望や希望に沿っ○お金の所持や使うことの支援 利用者からの要望や希望に沿っ
物さ 際 な

所 使
て、買い物される際には必要な

職員は 本人がお金を持つことの大切
て、買い物される際には必要な
金額をその時にお渡しするよう　職員は、本人がお金を持つことの大切 金額をその時にお渡しするよう

50
さを理解しており 一人ひとりの希望や にしている 必要に応じて使用

50
さを理解しており、 人ひとりの希望や
力に応じて お金を所持したり使えるよ

にしている。必要に応じて使用
できるよう 定額はお預かりし力に応じて、お金を所持したり使えるよ できるよう一定額はお預かりし力に応じて、お金を所持したり使えるよ

うに支援している
できるよう 定額はお預かりし
ているうに支援している ている。

利用者からの希望に合わせて 本人
○電話や手紙の支援

利用者からの希望に合わせて、本人
○電話や手紙の支援

利 者 希 合 本
が電話をかけたり ご家族からの電が電話をかけたり、ご家族からの電
話を受けご本人にとり いだり 自話を受けご本人にとりついだり、自

家族や大切な人に本人自らが電話をし51 由に使用できるようにしている い　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり 手紙 やり取りができるように支

51 由に使用できるようにしている。い
でも手紙が出せるよう切手を用意たり、手紙のやり取りができるように支 つでも手紙が出せるよう切手を用意たり、手紙 やり取りができるように支

援している しており 投函時もスタッフが同行援している しており、投函時もスタッフが同行
し支援しているし支援している。

○居心地のよい共用空間づくり 家庭的な雰囲気の中で 適度な○居心地のよい共用空間づくり 家庭的な雰囲気の中で、適度な
リビングはゆ たりとしたスペ スがあ室温 温度を保てるよう 温度 リビングはゆったりとしたスペースがあ

共用の空間（玄関 廊下 居間 台
室温、温度を保てるよう、温度
計 湿度計を設置し環境把握に

り明るく、食事用のテーブルの他にソフ
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台 計・湿度計を設置し環境把握に

り明るく、食事用 テ ブル 他にソフ
アが配置してあり 好みの場所で自由に間（ 関、廊下、居間、台

所 食堂 浴室 トイレ等）が 利用者
計 湿度計 設置 環境把握
努めている 自然な光や音を取

アが配置してあり、好みの場所で自由に
寛ろげるように工夫している 施設の随所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者

と 不快や混乱を招くような刺激
努めている。自然な光や音を取

過ご う
寛ろげるように工夫している。施設の随

にとって不快や混乱を招くような刺激52 り入れ、心地よく過ごせるよう 所に季節感のある手作りの作品や花が飾19 にとって不快や混乱を招くような刺激
（音 光 色 広さ 湿度など）がない

52 り入れ、心地よく過ごせるよう
努めている 居間や廊下に掲示

所に季節感のある手作りの作品や花が飾
られて 和やかな雰囲気がつくられてい

19
（音、光、色、広さ、湿度など）がない 努めている。居間や廊下に掲示 られて、和やかな雰囲気がつくられてい

る 併せて 適度な室温や湿度を調節ように配慮し 生活感や季節感を取り入 を行い 生活感が感じられるよ る。併せて、適度な室温や湿度を調節ように配慮し、生活感や季節感を取り入
れて 居心地よく過ごせるような工夫を

を行い、生活感が感じられるよ
う工夫し 常に室内にお て

し、気持ち良く過ごせる環境への配慮が
れて、居心地よく過ごせるような工夫を う工夫し、常に室内においての

し、気持ち良く過ごせる環境 の配慮が
なされているれ 、居 く過 る うな 夫を

している
う 夫し、常に室内にお て
清潔保持に努めている

なされている。
している 清潔保持に努めている。

○共用空間における 人ひとりの居場所○共用空間における一人ひとりの居場所
居間やソフ でゆ くり過ごさづくり 居間やソファでゆっくり過ごさづくり 居間 ァ ゆ
れたり 気の合う利用者同士がれたり、気の合う利用者同士が
気兼ねねく過ごせ よう気兼ねねく過ごせるよう、ス

53 共用空間の中で 独りになれたり 気
気兼ねねく過ごせるよう、ス
タッフは少し離れて静かに見守

53 　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合 た利用者同士で思い思いに過ごせ

タッフは少し離れて静かに見守
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ りを行うよう雰囲気作りに努め合 た利用者同 思 思 に過
るような居場所の工夫をしている

りを行うよう雰囲気作りに努め
ているるような居場所の工夫をしている ている。る。
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外部評価自己評価 外部評価自己評価 外部評価
自 外自
己

外
部己 部

項 目
実施状況 実施状況

次のステップに向けて評 評
項　　目

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
評
価

評
価 実施状況 実施状況

期待したい内容価 価 期待 容

○居心地よく過ごせる居室の配慮○居心地よく過ごせる居室の配慮
利用者の状態によりベッドまたは畳部屋

利用者 思 写真や 思
利用者の状態によりベッドまたは畳部屋
の居室にな ており 家から持 てきた利用者の思い出の写真や、思い の居室になっており、家から持ってきた利用者の思い出の写真や、思い

入れのある物を お好きな場所 家具、電気製品、神棚等を好みに応じて入れのある物を、お好きな場所
居室あるいは泊まりの部屋は 本人や

家具、電気製品、神棚等を好みに応じて
配置し手づくりの作品も飾って その人に配置したり 利用者と相談し　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら 使い慣れたものや
配置し手づくりの作品も飾って、その人
らしく落ち着いて暮らせる環境づくりが54 20

に配置したり、利用者と相談し
ながら室内 清掃を行う等しな家族と相談しながら、使い慣れたものや らしく落ち着いて暮らせる環境づくりが54 20
ながら室内の清掃を行う等しな家族 相談 な ら、使 慣れたも や

好みのものを活かして 本人が居心地よ なされている。各居室からは隣接の保育
ながら室内 清掃を行う等しな
がら 心地良い環境作りを行っ好みのものを活かして、本人が居心地よ

過ご うな 夫

なされている。各居室からは隣接の保育
所の元気な子供たちの声が聞こえ 遊ぶ

がら、心地良い環境作りを行っ
く過ごせるような工夫をしている 所の元気な子供たちの声が聞こえ、遊ぶ

姿を目で追 て楽しんで るているく過ごせるような工夫をしている
姿を目で追って楽しんでいる。ている。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境○ 人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり 利用者の安全を考え 自立支援づくり 利用者の安全を考え、自立支援

的 廊 や 内
くり

を目的とし、廊下やトイレ内、を目的とし、廊下やトイレ内、
脱衣所浴室の手すりやグリ プ建物内部は一人ひとりの「できるこ 脱衣所浴室の手すりやグリップ

55 　建物内部は 人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして 安全 の安定等 必要に応じて居室内

55
と」や「わかること」を活かして、安全 の安定等、必要に応じて居室内

手すりやベ ド 介助カ
活 、

かつできるだけ自立した生活が送れるよ の手すりやベッドへの介助カかつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに 夫 る

手すりや ッド 介助カ
バーの設置 用意をしているうに工夫している バーの設置、用意をしている。うに工夫している
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

57

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

56
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

○ 3 たまに

4 ほとんどない

○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
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鹿児島県　グループホーム　むれが岡風車の宿 事業所自己評価

○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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